
(1) 昭和49年 4月22日発行 肱 J l l （第12号）

49年度の施政方針

充
実
、
公
聴
。
ハ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
心
の
開
発
が
強
く
叫
ば
れ
て

の
実
施
に
よ
り
、
住
民
の
行
政
い
る
昨
今
の
情
勢
に
か
ん
が
み

行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
へ
の
要
求
を
的
確
に
と
ら
え
、
環
境
を
よ
く
す
る
町
民
運
動
の

〇

農

林

業

は

、
町
産

業

の

主

産

地
の
形
成
と
し
い
た
け
の

複
雑
多
様
化
し
た
情
勢
に
対

施
策
面
へ
の
迅
速
な
反
映
を
は
実
践
活
動
を
、

今
年
か
ら
積
極

体
で
す
。
と
り
ま
く
条
件
は
振
興
、
林
業
の
近
代
化
を
柱

応
す
る
た
め
、
研
修
を
積
極
的
か
っ
て
い
き
ま
す
。
的
に
展
開
（
く
わ
し
く
は
五
月

き
び
し
く
、
特
に
農
業
経
営
に
、
自
立
農
家
を
育
成
す
る

に
行
な
っ

て

、

職

員

の

資

質

の

号

の

本

紙

で

紹

介

）

し

、

地

域

の

を
困
難
に
し
て
い
ま
す
。
最
た
め
、
団
体
の
指
導
事
業
援

A
ぉ
3
5守
ら
廿

J)>

向

上

を

は

か

り

、

関

係

団

体

と

生

活

環

境

の

よ

い

環

境

づ

く

り

を

す

す

め

ま

す

。

近

の

産

物

の

価

額

の

不

安

定

助

と

必

要

な

対

策

を

す

す

め

つ

つ

じ

祭

の

連

け

い

を

密

に

し

、

広

報

の

町

づ

く

り

の

た

め

ー
ー
ー
ー

1
1
1
1

ー
—
ー

1
1
1
1

ー

1
1

ー
ー

1
1
1
1
1
1
1
1
1

1

ー

経
営
資
材
の
安
定
し
た
供
給
て
ゆ
ぎ
ま
す
。
期
間
四
月
二
十
日

l
五
月

に
わ
た
り
こ
の
構
想
を
基
調
難
等
は
、
町
で
は
抜
本
的
な

0

大

谷

地

区

お

よ

び

宇

和

川

十

日

迄

対
策
を
講
じ
る
こ
と
は
不
能
地
区
第
二
次
農
業
構
造
改
善

主

な

行

事

事
業
の
実
施
を
行
な
い
ま
〇
肱
川
町
教
育
委
員
会
教
育
＿
育
低
下
を
ぎ
た
さ
な
い
よ
四
月
二
十
九
日

と
し
て
事
業
の
執
行
を
は
か

で
あ
り
ま
す
。

方
針
に
よ
り
、
教
育
の
実
効
う
、
複
式
授
業
の
た
め
の
機

県
下
川
柳
大
会

り
ま
す
。

世
界
的
な
食
糧
不
足

か

ら

す

。

農
業
政
策
の
あ
る
程
度
の
転

0

第

二

次

林

業

構

造

改

善

事

を

あ

げ

る

た

め

の

必

要

な

整

器

設

置

を

行

な

い

ま

す

。

と

こ

ろ

肱
川
町
公
民
館

0

人
命
を
尊
重
す
る
施
策
を

換
を
迫
ら
れ
る
時
期
が
き
て
業
の
実
施
を
行
な
い
ま
す
。
備
を
行
な
い
ま
す
。

0

肱

川

中

を

県

の

保

健

体

育

と

ぎ

午

前

十

時

ー

正

午

す
す
め
る
た
め
、
防
犯
思
想

迄

五
月
三
日

の
啓
発
、
防
犯
施
設

の
整
備
い
ま
す
が
、
町
は
従
来
よ
り

0

第
二
期
振
興
山
村
の
指
定

0

学
校
施
設
の
整
備
は
、
四
研
究
指
定
校
と
し
て
指
定
を

し
め
神
楽

交

通

安

全

対

策

、

人

権

意

識

の

、

く

り

、

ま

ゆ

、

牛

乳

、

た

を

受

け

ま

す

。

十

八

年

度

を

も

っ

て

第

一

次

受

け

、
教
育
の
研
究
並
び
に

と
こ
ろ
鹿
野
川
園
地

の
啓
発
、
消
防
体
制
の
整
備
ば
こ
を
主
要
作
目
と
し
た
主

計
画
分
を
完
了
し

ま

し

た

が

保

健
体
育
の
向
上
を
は
か
り

充
実
を
は
か
り
ま
す
。

さ

ら

に

第

二

次

分

を

本

年

度

ま
す
。

と

ぎ

午

後

一

時

ー

三

時

よ
り
実
施
し
ま
す
。

0

学
校
プ
ー
ル
を
設
置
し
、
五
月
五
日

〇

児
童
数
減
の
た
め
、
岩
谷
体
育
振
興
を
は
か
り
ま
す
。

子
供
の
ど
自
慢

鹿
野
川
地
区
の
調
査
を
実
施

国

土

調

査

予
子
林
校
に
お

い

て

複

式

の

正

山

小

1
1
新
設

と
こ
ろ
鹿
野
川
園
地

と

ぎ

午

後

一

時

ー

三
時

（
町
内
IJ

中
学
生
に
よ

0

昭
和
五
十
一
年
度
調
査
完
＜
鹿
野
川
地

区

の

調

査

に

着

編

成

が

な

さ

れ

る

の

で

、

教

予

子

林

小
1
1
改
修

了
を
目
標
に
本
年
度
は
新
し
一

手
し
ま
す
。

る）

全
国
へ
ら
ぷ
な
釣
大
会

と
こ
ろ
鹿
野
川
湖

町
民
グ
ラ
ン
ド
の
整
備
を

と

ぎ

午

前

六

時

ー

午

後

経
営
資
金
の
貸
付
け
で

近

代

化

を

ー

社

会

教

育

三時

0

生
涯
教
育
を
目
途
と

し

た

を

整
備
し
ま
す
。

五

月
十
九
日

従
来
の
方
針
に
基
づ
ぎ
質
的

0

町
誌
編
さ
ん
の
た
め
の
資
囲
碁
大
会

商

エ

ー

|

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

と

ぎ

午

後

一

時

ー

五

時

助
成
、

経
営
資
金
の

貸

付

け

な

発

展

充
実
を
は
か
り

ま

料

収

集

（
二
年
目
）
を
い
た

多
数
ご
参
加
下
さ
い

等
を
行
な
っ
て
近
代
化
を
す
す
。

し
ま
す
。

す
め
て
ゆ
き
ま
す
。

0

町
民
グ
ラ
ン
ド
（
高
砂
）

0

行
政
機
構
改
善
後

の
組
織

機
構
の
整
備
と
あ
ら
ゆ
る
研

修
の
機
会
を
活
用
し
て
職
員

の
資
質
の
向
上
を
は
か
り
、

ま
た
関
係
団
体
と
の
連
け
い

を
密
に
し
、
施
策
の
効
率
化

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
お
よ

び
福
祉
の
増
進
を
は
か
っ
て

い
き
ま
す
。

0

広
報
、
公
聴
活
動
の
充
実

に
よ
り
、
住
民
の
行
政
へ
の

要
求
を
的
確
に
掌
握
し
、
施

策
面

へ
の
迅
速
な
反
映
を
は

0

社
会
福
祉
対
策
の
向
上
は

一

か
る
と
と
も
に
、
住
民
参
加
目
下
、
主
要
な
行
政
施
策
で

の
行
政
を
推
進
し
ま
す
。
あ
り
ま
す
の
で
国
お
よ
び
県

〇

心
の
開
発
が
強
く
叫
ば
れ

の
方
針
に
基
づ
い
て
、
そ
れ

て
い
る
昨
今
の
情
勢
に
鑑
ぞ
れ
の
改
善
充
実
を
は
か

み
、
環
境
を
よ
く
す
る
町
民
り
、
身
体
障
害
者
の
援
護
、

老
人
の
生
き
が
い
を
高
め
る

対
策
、
児
童
の
健
全
な
成
育

を
は
か
る
た
め
の
施
策
、
地

方
改
善
事
業
の
推
進
等
充
実
一

0

地
域
の
商
業
を
と
り
ま
く

を

は

か

り

ま

す

。

情

勢

も

ぎ

び

し

い

も

の

が

あ

る
の
で
指
導
事
業
に
対
す
る

古
田ネ

ネ止

お
と
し
よ
り
の
生
き
が
い
を

高
め
る
対
策
を

行
政
の
合
理
化
と

広
報
公
聴
活
動
の
充
実
を

務

l

公
3命

三
月
定
例
町
議
会
の
第
一

日
目
、
藤
川
町
長
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
の
施
政
方
針
を
発

表
し
ま
し
た
。

藤
川
町
長
は
、
そ
の
中
で
、
高
度
成
長
の
ひ
づ
み
か
ら
生
じ
た
社
会
悪
が
住
民
生
活
の

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
障
害
を
及
底
し
て
い
る
現
状
を
述
べ
、
「
物
の
開
発
か
ら
、
心
の
開

発
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
考
え
方
を
基
に
、
人
と
自
然
を
大
切
に
す
る
施
策
を

中
心
に
行
政
を
す
す
め
ま
す
。」
と
強
調
し
、
自
主
的
な
町
民
み
な
さ
ん
の
積
極
的
参
加
に

よ
る
町
民
運
動
の
展
開
を
は
か
る
決
意
を

の
べ
ま
し
た
。

運
動
の
実
践
活
動
を
本
年
か

ら
積
極
的
に
展
開
し
、
地
域

の
環
境
づ
く
り
を
行
な
う
た

め
、
各
種
啓
発
事
業
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
行
政
全
般

物
の
開
発
か
ら
心
の
開
発
へ

ハ’

入

出

生

地

生

和

城

g
生
槌
藪

（
森
柳

転

転

出

影

協

大

嘉

汗

山
小

）
 発行
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昭和49年 3月末現在

世帯数 1, 115戸
人口男 2,097人

女 2,152人
計 4,249人

（前月比83人減）

16人
102人

6人
濱田由美ちゃん
森岡美々ちゃん
徳山豊彦ちゃん
石山 忍ちゃん
星川修司がやん
智葉笑子ちゃん

3人
寺尾 義孝さん
新地光雄さん
上野 蹟さん

食

生

活

の

改

善

や

正

し

い

医

者

の

か

か

り

方

の

認

識

を

ー
ー
保
健
衛
生

ー
学
校
教
育

学
校
プ
ー
ル
の
設
置
や

視
聴
覚
機
器
の
設
置
を

0

清
潔
な
自
然
保
養
観
光
地
＿

と
し
て
整
備
を
は
か
る
た
め

路

面

の

改

良

と

整

備

員

の

配

置

を

防

火

意

識

の

啓

発

を

委
任
状
の
印
紙

は
五

0
円
に

ー
五
月
一
日
か
ら
ー

0

疾
病
は
、

人

間

の

幸

せ

を

の

優

良

事

例

等

も

研

究

し

て

印

紙

税

法

が

次

の

よ

う

に

改

正
さ
れ
、
五
月
一
日
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。

根
底
か
ら
お
び
や
か
す
も
の
食
生
活
の
改
善
、
指
導
事
業

〇

印
鑑
証
明
な
ど
の
委
任
状

で
あ
り
、
保
健
衛
生
の
向
上
の
効
果
を
上
げ
る
よ
う
対
処

一
に
は
、
五

0
円
の
印
紙
が
必

は
、
福
祉
行
政
の
基
ど
な
り
し
、
正
し
い
医
者
の
か
か
り

要
に
な
り
ま
し
た
。
（
現
行

ま
す
。

方

、

薬

の
効
罪
に
つ
い
て
の

二
0
円）

肱
川
町
の
疾
病
率
は
、

町

認
識
を
高
め
て
行
き
ま
す
。

〇

領

収
書
に

は
、
金
額
に
応

村
平
均
よ
り
は
低
い
で
す
が
一
方
衛
生
害
虫
の
駆
除
、

じ
た
印
紙
が
必
要
に
な
り
ま

傾
向
と
し
て
は
、
成
人
病
の
水
道
の
改
良
等
を
積
極
的
に

増
加
が
目
立
ち
、
医
療
機
関
推
進
し
て
環
境
の
改
善
を
は

0

生
活
道
路
の
開
設
は
役
底
本
年
度
完
了
を
目
標
に
改
良
し
た
。

の
不
足
か
ら
医
療
費
の
負
担
か
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

完
了
し
た
の
で
、
順
次
改
良
を
す
す
め
ま
す
。

一

た
と
え
ば
、
三
万
円
以
上

五
0
万
円
以
下
の
と
き
、
五

は
大
ぎ
く
労
力
不
足
に
も
拍
昨
年
度
よ
り
は
じ
め
た
血
と
路
面
整
備
を

行

な

い

ま

0

町
道
整
備
員
の
配
置
に
つ

車

を

か

け

て

い

ま

す

。

液

検

査

を

本

年

度

全

部

完

了

す

。

い

て

は

、

従

来

補

助

方

式

で

0
円
、
五
0
万
円
を
超
え
百

万
円
以
下
の
と
ぎ
、
百
円
の

本
年
度
よ
り
、
特
に
疾
病
す
る
と
と
も
に
献
血
運
動
を

0

町
道
舗
装
に
つ
い
て
は
、
設
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
理

正
山
線
、
大
平
、
森
線
、
弁
想
的
な
整
備
が
な
さ
れ
て
い

予

防

に

意

を

注

ぎ

、

思

想

啓

強

力

に

す

す

め

ま

す

。

印

紙

が

必

要

と

な

り

ま

し

発
に
努
め
、
法
定
検
診
の一

0

死
亡
さ
れ
た
老
人
の
告
別

天
テ
フ
ガ
ハ
ザ
線
、
計
一
、
な
い
向
き
も
あ
る
の
で
、
負
た
。
（
現
行
は
、
一
万
円
以

0
0
形
達
成
を
は
か
り

ま
を
懇
ろ
に
扱
い
、
葬
祭
の

合

八

0
0
認
を
計
画
し
て
い
ま
担
金
を
徴
収
し
、
町
費
の
整
上
の
と
き
す
べ
て
二

0
円）

す

。

理

化

を

は

か

る

た

め

農

協

に

す

。

備

員

の

配
置
を
研
究

し
ま

〇

請

負

契

約
書
に
つ
い
て
も

ま
た
、
健
康
相
談
、
保
健
葬
祭
具
お
よ
び
霊
柩
車
を
設

0

町
道
正
山

線

に

つ

い

て

は

す
。

一
万
以
上
百
万
円
以
下
の
と

指
導
等
を
充
実
し
、
先
進
地

置
し
ま
す

。

き

、
五

0
円
（
現
行
二

0
円）

五
百
万
円
を
超
え
千
万
円
以

下
の
と
き
、
三
千
円
（
現
行

二
千
円
）
、
千
万
円
を
超
え

五
千
万
円
以
下
の
と
き
一
万

円
（
現
行
五
千
円
）
と
な
る

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

主
幹
作
目
を
中
心
に

主

産

地

形

成

と

し

い

た

け

の

振

興

を

ー
—
農
林
業

0

過
疎
に
対
応
す
る
た
め
、

設
備
の
充
実
、
団
員
研
修
を

行
な
っ
て
、
質
的
な
消
防
力

の
充
実
と
防
火
意
識
の
啓
発

に
つ
と
め
ま
す
。

肖
••I 

防
|
|
ー

I

土

木

|

_

風
致
林
及
び
小
藪
淡
谷
の
管

理
を
行
な
い
ま
す
。

＼

ー

観

光
ー
ー

小
藪
渓
谷
や
風
致
林
の
整
備
を
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（表 2)

1. ， 

性質別歳出内訳
戸

4千万円

3千万円

2千万円

1千万円

＇ 
l 

＇ 

科
人 物 扶 [ 塁殴管 業事費

公 積 そ 繰

目
件 件 助 債 △ - の 出
贅 費 費 費 金 他 金
万円

金 1 0,576 4,564 2,291 2,928 22,390 4,104 1,010 1,238 1,649 
額

構成比 20.％ 8 9.0 4.5 5.8 44.1 8.1 2.0 2.5 3.2 

（表 1)

49年度一般会計の予算額

戸

“̀ 叫士事と

予算額＠cでこ｝唸
（単位：千円）

1部門 I •-―王要事業 ！事業費
〇良農菟農道（正山）改 3,414 

総務 555 
802 

〇〇事農プ業ル道補補ド助助ーザ—農林道 1,200 

469 10,005 

1,110 畠〇鹿野川地区着手 15,288 

2,587 畠〇〇商自工然公会等園補の助整備
300 

3,124 2,663 

土木 14,840 
125 

1,123 
1,500 

民生 465 
200 

255 
825 消防

〇〇消消防防団ポ整ン台備プ積費等載車
5,639 
2,200 

200 
〇消の火越）栓施1設新設 （見 1,800 

600 
9,240 
10,163 闘 2,900 
28,088i 1,500 

440 

1,800 

衛生〇〇〇〇O〇結健等葬簡国D｛核康オ儀易影保新検児水在相具地会計診談医家，道，療等葬新上へ，予補儀森繰設防助車出山注等設， し射 1 , 820 

16,000 

1,380 
1,475 

賃貪置 1,680 672 
15,182 

630 
637 

5,000 

水農産林〇〇：〇：制第出稼度相資金談等の利子補給 1,32315 6 

465 
8,500 

大道22次次谷菟農野林，構構宇尾和事事線業川業新）設 77 , 045 

1,221 

• 21,120 災喜圭伯
2,046 14,000 

実施場所 I 月日 1 時 刻

正山小学校 5月16日13:00,.,.,14:30

宇和川集会所 5月17日13:00,.,.,15:00

中居谷集会所 5月21日13:00,.,.,15:00

予子林小学校 5月24日13:00,.,.,15:00

中津集会所 5月28日13:00,.,.,15:00

大谷 小学校 5月29日13:00,.,.,15: 00 

小藪 集会所 5月30日13:00~15:00
町公 民 館 5月31日13:00,.,.,15:00

岩谷小学校 6月11日13:0D,.,.,14:00

地方譲与税 0.6% ※国民健康保険事業

※農業共済事業

※鹿野川地区簡易水道事業

※給食センタ ー事業

※車輌等運営事業

99,350千円

14,309千円

3,347千円

25,500千円

5,780千円

人

で

も

、

今

年

か

ら

受

け

ら

れ

サ

ジ

ミ

が

一

番。

町
内
の
人
も

る

よ

う

に

な

る

場

合

が

あ

り

ま

マ

ス

と

ア

マ

ゴ

の

養

殖

に

活

路

ぜ

ひ

一

度

は

ぎ

て

マ

ス

釣

を

楽

〇

乳
児
健
康
相
談

す

。

ま

た

、

恩

給

等

、

公

的

年

八

[
B右
IV
小
山
竿
『
比
i

浩
-
大
ア
ん
し
ん
で
ゃ
ん
な
は
い

。II

と

ぎ

五

月

二

、

マ

ス

に

餌

を

あ

た

え

な

が

ら

十

日

午

後

一

時

l
三

金
が
新
し
く
受
け
ら
れ
る
よ
う

マ
ス
の
養
殖
ん
。
最

初

は

、

町

外

の

方

へ

も

山

崎

さ

ん

、

以

上

の

よ

う

に

話

時

に
な
っ
た
人
は
、
そ
の
旨
を
役

場
へ
届
出
て
く
だ
さ
い

。

ふ

5
5

を

始

め

た

動

機

出

荷

し

て

い

た

が

、

今

は

大

ぎ

し

て

く

れ

ま

し

た

。

と

こ

ろ

町

公

民

〗]
；
否
を
山
崎
さ
ん
は
く
し
た
マ
ス
を
釣
り
堀
に
移
し
（
取
材
安
川
委
員
）

0
福
祉
年
金

福
祉
年
金
を
受
け
る
か
ど
う
か

0
拠
出
年
金

館

拠
出
制
の
障
害
年
金
、
母
子
斗
が
｝
r

こ
う
い
う
。

マ
ス
釣
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
を
決
め
る
大
切
な
届
で
す
。

は
、
毎
年
六
月
中
に
所
得
状
況
こ
の
届
書
の
提
出
が
お
く
れ
年
金
、
遺
児
年
金
を
受
け
て
い
ビ
出
血
～
〔

II

白

石

と

い

て

い

る

と

い

う

こ

と

。

⇔

‘.,t

対
象
生
後
ニ
ケ

る
人
は
、
毎
年
一
回
五
月
三
十
夕
臼
〗

う
所
は
、
こ
れ
最
近
は
、
子
供
連
れ
の
家
族
月
か
ら
お
誕
生
ま
で
の
乳
児
。

届
を
役
場
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
ま
す
と
、
九
月
の
支
払
日
に
年

一
日
ま
で
に
、
国
民
年
金
受
給

〉
ン
鸞
〗
と
い
っ
て
、
え
が
多
い
と
い
う。

巨
音
丑

0
妊
婦
健
康
相
談

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
金
が
も
ら
え
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す

。

-

権
者
現
況
届
を
役
場
を
経
由
し

ィ

匂

へ

え

と
こ
ろ
は
ひ
一
番
う
れ
し
い
こ
と
は
、
静

ま
す
の
で
五
月
の
支
払
を
受
け

と

ぎ

五

月

二

十

二

日

午

こ
の
所
得
状
況
届
と
い
う
の
た
ら
、
国
民
年
金
証
書
を
役
場

四
月
一
日
付
で
次
の
と
お
り
後
一
時
ー
三
時

て
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
に
な

〉、

と
つ
も
な
い
が
か
な
自
然
の
中
で
釣
り
を
楽
し

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
早
目
に
湧
水
谷
の
水
だ
け
は
夏
で
も
十
ん
で
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
。

は
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
本
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（肱

人

や

そ

の

配

偶

者

又

は

扶

養

義

川

郵

便

局

で

支

払

を

受

け

て

、

町

人

事

異

動

が

行

な

わ

れ

ま

し

と

こ

ろ

町

公

民

館

四
度
ぐ
ら
い
、
こ

の
水
の
一
番

II
も
う
け
ま
す
か
：
・
・
:
?
I
I

た
。
（
）
は
旧
任

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届

務

者

の

四

十

八

年

中

の

所

得

額

る

人

の

み

）

他

の

郵

便

局

で

支

〇

妊

婦

さ

ん

は

印

鑑

を

御

持

産
業
建
設
課
長
補
佐

に
は
住
民
票
謄
本
を
添
付
し
て
え
え
利
用
方
法
は
マ
ス
と
ア
マ
と
、
た
ず
ね
て
み
る
と

II

ま
あ

ゴ
を
養
殖
す
る
こ
と
よ
り
他
に
ま
あ
で
す
ら
い
、
御
在
所
山
も
森
繁
（
教
委
次
長
）
参
く
だ
さ
い
。

を
届
け
る
も
の
で
す
。

払
を
受
け
て
い
る
人
は
支
払
先

vだ
さ
い
。

こ
の
届
書
は
、
今
年
五
月
か
の
郵
便
局
へ
預
け
て
く
だ
さ
い

ら
、
来
年
四
月
ま
で
の
一
年
間
福
祉
年
金
は
所
得
が
一
定
限
久
保
部
落
と
知
者
の
木
部
落
な
い
II

森
林
総
合
利
用
施
設
が
で
ぎ
る
同

書
記

補

〇

健

康

相

談

日

の

開

設

坂

本

和

枝

（

新

採

）

一

、

日

程

毎

月
二
十
五
日

と
い
う
こ
と
で
、
三
人
で
マ
し
悪
う
に
は
な
ら
ん
と
思
っ
と

ス
の
養
殖
を
始
め
た
の
が
二
年
り
ま
す
ら
い
、
そ
れ
と
近
い
う

度
額
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
の
が
合
併
、
四
月
一
日
か
ら
久
保

国
土
調
査
室
事
務
補
佐
員
二
十
五
日
が
日
曜
日
な
ど
の
場

前
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
養
殖
槽
十
ち
に
は
、
マ
ス
を
放
流
し
て
淡

支

払

が

止

め

ら

れ

ま

す

が

、

今

部

落

と

し

て

ス

タ

ー

年

も

所

得

に

よ

る

支

給

制

限

の

卜

し

ま

し

た

。

戸

数

森

吉

満

合

は

二

十

六

日

と

す

る

。

総

務

課

事

務

補

佐

員

二

、

場

所

、

公

民

館

健

康

室

足

―
基
と
昨
年
夏
オ
ー
プ
ン
し
た
流
釣
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
よ

和
気
紀
子

マ
ス
の
釣
り
堀
、
こ
れ
ら
の
管
う
に
し
た
い
。

限

度

額

が

引

上

げ

ら

れ

、

本

人

四

四

戸

一

五

五

人

と

理

を

し

て

い

る

の

が

山

崎

さ

マ

ス

の

料

理

は

、

塩

焼

ぎ

か

三

、

血

圧

測

定

、

尿

検

査

所
得
（
扶
養
親
族

0
人）

の

場

発

な

り

ま

し

た

。

四
、
健
康
体
操
指
導

、

合
五

0
万
円
に
、
配
偶
者
扶
養
ヽ
ヽ
―

A

」
の
合

併

の

実

現

保

母

補

（

大

谷

保

育

所

）

義
務
者
の
所
得
（
扶
養
親
族
五
茨
3

ら

は

、

社

会

教

育

活

動

大

塚

操

（

新

採

）

人
）
の
場
合
、
六
一
七
万
円
に
部
iBti

の

話

し

合

い

の

中

か

保

母

（

予

子

林

保

育

所

）

0
日
本
脳
炎
注
射
の
申
込
み

な
る
予
定
で
す
。

保

即

ら

発

展

し

、

次

の

方

稲

田

豊

香

（

大

谷

保

育

所

）

一

、

期

日

四

月
二
十
七

ま
た
恩
給
、
老
令
、
退
戦
年

h
〈

4

々
の
長
い
間
の
努
力

教
委
総
務
学
校
総
務
主
任
日
ま
で

二
、
申
込
先
部
落
長
あ
て

金

等

の

公

的

年

金

を

本

人

が

受

ヽ

ヽ

ー

が

あ

っ

た

こ

と

を

つ

万

願

寺

亀
次

（
税
務
係
長
）

三
、
実

施
六
月
中
旬
の

給
し
て

い

る

場

合

で

も

、

そ

の

七

」

け

加

え

て

お

ぎ

ま

学

校

給

食

セ

ン

タ

ー

主

任

補

佐

額

が

一

六

万

円

以

下

で

あ

る

と

す

。

橋
本
季
行
（
農
地
主
事
）

予
定
、
個
人
あ
て
通
知

教
委
社
教
主
事
兼
教
育
次
長

四
、
毎
年
続
け
て
い
る
人
は

ぎ
は
、
一
部
が
支
給
さ
れ
ま
如
～

藤

本

勇

す
。
し

た

が

っ

て

、

い

ま

ま

で

岩

田

滝

雄

永

田

利

幸

所

得

等

が

多

く

て

福

祉

年

金

を

今

宮

忠

雄

大

田

恒

農

委

主

任

書

記

一

回

、

そ

の

他

は

二

回

受
け
る
こ
と
が
で
ぎ
な
か
っ
た
松
本
朝
則
松
原
重
徳

森

繁

五

、

生

後

六
ヶ
月
ー
保
育
所

`
t
i
t
i
t
1
9ー
！
児
と
満
五
十
五
オ
か
ら
六
十
四

オ
ま
で
の
者
の
う
ち
生
活
保
護

家
庭
及
び
町
民
税
が
均
等
割
以

下
の
家
庭
の
者
は
無
料

〇
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
及
び
成
人

病
、
老
人
病
の
検
診

一
、
料
金
無
料

二
、
日
程

将来は，マスを放流して渓流釣りを

楽しんでもらいたいと語る山崎さん

議会費
2.8% 

一


